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安全な都市環境の創出に向けて

気温が37℃まで上がった2013年8月10日
東京江戸川臨海の熱中症予防指標WBGT

危険

厳重警戒

警戒

WBGT : Wet-Bulb Globe Temperature（湿球黒球温度）



人が受ける放射熱

日射：約4割

路面：約4割

壁面：
約２割

WBGT(℃)=0.7×湿球温度＋0.2×黒球温度＋0.1×乾球温度
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屋上緑化の温度抑制効果

弊社音響実験棟屋上における観測例

芝生緑化システム

露出スラブ

表面の温度差＝最大28 ℃



屋上緑化（各種緑化の効果検証）

コケ型

セダム型

芝生型

農園型



屋上緑化の温度抑制効果
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既存建物にも適用可能な軽量型緑化

曲面緑化例

「熱融着培土」という特殊な固化培土
を使用した軽量な緑化システム

緑化基盤断面図＊植物なしの緑化基盤重量= 10 ～ 33kg/m2

ユニット緑化システム



四季や憩いを感じる節水型緑化

ベランダ緑化システム「年中花見月」

●年中花見月
四季を通じて様々な花が楽しめる緑化ユニット

●設置・移動が容易
コンテナを敷き並べるだけの簡単な作業

●水遣り手間を軽減
貯水層を持つため2週間
程度は、水遣り不要

●オプション
水辺ユニットや噴水等の
組み込みも可能

ベランダ緑化例

2重コンテナの断面



都市の生態系に配慮した緑化

屋上ビオトープ「万葉の里」

●冬でも楽しめる万葉植物
万葉集由来の常緑植物を多用し、冬場の景観を確保

●日本庭園の趣
日本庭園の要素（石橋、
飛び石、枯山水）も加味

●生物多様性への配慮
ハビタットや食餌植物に
拘り、生態系に配慮

万葉の里ビオトープ



施工容易な登はん型壁面緑化

壁面緑化システム「ツル自慢」

システム構成

弊社技研本館



デザイン性の高い壁面緑化

ユニット壁面緑化システム「パラビエンタ®」

緑化ユニット 大阪大学FRC棟

・緑による壁面デザインが可能
・確実かつ永続的な緑化を実現
・軽量かつ簡単施工



壁面緑化の効果
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大阪大学ＦＲＣ棟における観測例

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁面緑化壁面金属壁面

表面の温度差＝最大11 ℃.



壁面緑化の効果
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79.9Wh/m2/日

削減量は80Wh/m2/dayと小さいが、この他に緑化面より１日最大で3Liter/m2の
水が蒸散しており、その蒸発熱は1,880Wh/m2/day と大きい。

壁面の温度を低減し、外部より建物内へ流入する熱量を削減

14℃



壁面緑化適用事例

キャナルシティⅡ（第12回国土交通大臣賞） ウィラーエクスプレスカフェ

青山OMスクエア東京駅グランルーフ（第14回国土交通大臣賞）
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環境計測車

■エリア計測車＋スポット計測車
・エリア計測車 ：温･湿度、日射、放射量、路面温度等の計測器を搭載

広域の温熱環境を把握

エリア計測車 スポット計測車

温湿度計

路面温度計

日射計長波放射計
６方向

長短波放射計 三次元風速計

駆動機構

温湿度計

ﾊﾞｯﾃﾘｰ・ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰ
小型ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ等

・スポット計測車：三次元風速計、6方向長短波放射計等を搭載

移動経路等の詳細な温熱環境を把握

・温熱の他、空間放射線量、PM2.5濃度なども計測可能



広域の計測結果例

8月6日の12:30～13:30（時間経過に伴う気温変化分は補正済み）

⇒ 移動距離20km程度の狭い範囲でも、気温に約3℃の差を確認



広域の計測結果例

12：30～13：30
（時間経過に伴う気温変化分は補正済み）

8月7日8月6日

⇒ 日射量がほぼ同等の日でも、風向きによって気温に約6℃の差



路面温度計測例

全天日射量[W/m2]
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・遮熱舗装は周囲に比べて、
2-6℃程度は低くなる傾向

・建物等による日陰の効果も
大きい

⇒遮熱舗装を採用すべきか
どうかの判断も可能 ※黄色の網掛けが遮熱舗装部分を通った時間帯

遮熱舗装

遮熱舗装

遮熱舗装

遮熱舗装

６℃低減
２℃低減



移動路の熱画像計測例



局所(移動路)の計測結果例
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⇒ スポット計測車の実測により、どの方向からの熱の影響が大きいかを判断
最適な対策（日除け、緑化、壁面の素材等）を提案可能
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地表面温度および温冷感指標SET*の評価



緑化プランによるSET*の差
●プランAとCの差（プランC － プランA）

⇒値が負(水色～青)：樹木を植えることで温冷感が改善
⇒値が正(黄～赤) ：樹木を植えることで温冷感が悪化

プランC－プランA
風の向き

(℃)



体感温度にもとづく快適性の提供

温熱が人に及ぼす影響を計測する生理量計測機器

心理量計測（アンケート）

温熱環境の異なる歩行経路にて深部温、皮膚温、発汗量、
心拍数、心理量を計測 ⇒ 芝浦工業大学との共同研究

大宮キャンパスでの被験者実験



緑化壁面の効果

緑化面 塗装コンクリート面 高反射面

夏の晴天日熱画像（１１時に撮影）

壁面表面温度と地表面温度を低減

緑化壁面は高反射面（白色の金属板を設置した面）よりも温度低減効果が高い
また高反射面前の地表面温度が最大で約2.5℃上昇したのに対し、緑化壁面前の地表
面温度は約６℃低下



緑化壁面の効果

（１）緑化面－コンクリート面 （２）高反射面－コンクリート面

長波放射量の比較
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短波放射量の比較
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壁の前に立つ人への影響も低減
緑化壁面は高反射面と比較して、反射日射である短波成分は小さな値。
緑化壁面はコンクリート壁面と比較して、全放射量では、最大25W/m2小さい。



海外における適応策例

屋根付きの歩道橋・歩行路
（歩行時の日除け･雨除け）

交差点に植栽された街路樹
（信号待ち時の日除け･雨除け）



海外における適応策例

West Gate 建物緑化
（美観向上と壁面温度の低減）

Capitol Development 噴水
（空間演出と路面の温度低減）



END


